
同窓会会長挨拶 ･････････････････････････ 2
学校長挨拶 ･････････････････････････････ 3
平成29年度本部会務報告  ････････････････ 4
平成30年本部会務報告・計画  ････････････ 5
平成29年度会計報告  ････････････････････ 6
平成30年度予算  ････････････････････････ 6
同窓会役員理事 ･････････････････････････ 7
同窓会の活動 ･･･････････････････････････ 7
ＮＰＯ法人故郷の海を愛する会 ･･･････････ 9
学校だより ････････････････････････････ 11
支部だより ････････････････････････････ 12

クラス会 ･･････････････････････････････ 16
会員の投稿活動紹介 ････････････････････ 17
　（特集　活躍する同窓）
その他の投稿記事 ･･････････････････････ 23
事務局だより ･･････････････････････････ 24
　編集後記（追加記事）
会員の移動 ････････････････････････････ 26
　（死亡者一覧、新入会員）
住所変更 ･･････････････････････････････ 28
寄付金・会費納入一覧 ･･････････････････ 29

◆　目　次　◆

皇太子殿下、本校御行啓

2018年10月１日発行 鳥羽商船同窓会会報

鳥羽商船同窓会
〒517-8501
三重県鳥羽市池上町1番1号
ＴＥＬ （ 0 5 9 9）2 5 －8 0 4 5
ＦＡＸ （ 0 5 9 9）2 5 －8 1 2 8
携 帯 電 話 090－7612－2979
振替口座番号 0 0 8 5 0 －6 －8 4 6



身を立てられ、蘭学、航海術を研鑽されました。
昨年、鳥羽市において近藤先生の生涯を描いた
劇が行われ、本校学生の熱演も大好評でした。
艱難辛苦の末、日本初の商船学校を故郷に立ち
上げられた先駆者です。
慶応の福沢諭吉先生、同志社の新島襄先生と共
に明治六大教育者とされ、顕彰碑の文字は、勝
海舟先生直筆です。東京の兄校である攻玉社は、
鈴木貫太郎海軍大将（昭和天皇陛下のご信頼厚
く侍従長をも務め、2.26事件の襲撃からも生
還、難しい終戦時の内閣総理大臣の大役を担わ
れた。）を輩出しています。戦没者慰霊碑は、
戦時中、日本国徴用商船に乗り組み、犠牲にな
られた先輩方のものです。無防備の商船戦没者
はむしろ軍人よりも多かったと言われていま
す。＞　

２．本館前の職員駐車場枠の白線の引き直し：
＜部分的な削れ、消失等で美観を損なっていま
したので、同窓会での費用負担を申し入れまし
た。しかし、これについては近い将来、駐車場
が無くなるので不必要という理由で、行われま
せんでした。＞

３．校門での国旗掲揚：
＜皇太子殿下御迎えの常識であり、要らぬ要望
と思いつつも、いまだ一部国民、学校や職員に
おいて、国旗国歌に対する偏見やアレルギーが
ある風潮について、一抹の不安がありましたの
で、念の為の申し入れでした。当然ながら実施
されました。＞

４．皇太子殿下お出迎え学生（42名）及びプレゼン
テーション学生数名の服装を制服に：
＜当初は諸般の事情で各自ばらばらの背広でお
迎えするという事でしたが、せめて商船学科の
みでもと要望し、純白の制服に統一していただ
きました。＞

５．本館外壁の汚れの除去：
＜業者による高圧洗浄で、見違えるほど美しく
なりました。同窓会の用立てが活かされ、有り
難い事でした。＞

６．皇太子殿下が歩かれ、立ち止まられる通路、教
室の３Ｓ（整理、整頓、清掃）の徹底：
＜常識の事ですので僭越とは思いながらも要望
し、為されました。＞

　当日16時頃、御料車が到着し、学生42名　学校長、
私を含めた６名が、皇太子殿下をお出迎えしました。

　昨年６月の会長就任以来の１年余り、取り組んだ
内容は、主に次の通りです。
　１．学校教職員との懇談会
　２．財政の健全化への道筋
　３．新名簿の発行　
　４．寮生会及び学生会との連絡懇談会

　母校事務局と共に、１は実施。２は手探り中です。
３は、個人情報保護法のせいか、住所等の項を非公
開にする若い同窓生が増えてきました。次回は果た
して名簿更新ができるのか、難しい時世となりまし
た。４については、学生の中で二つの組織があり、
両者の交流があまり無い様に見受けられます。昨年
９月、私が初めて出席した商船学科の卒業式で、校
歌を２度聴くという驚くべき出来事がありました。　
それは、両会がそれぞれの節回しで、校歌１～３番
を別々に歌うという、理解しがたい場面に出くわし
たのです。何か割り切れぬ思いと戸惑いを禁じ得ま
せんでした。この現状を踏まえ、同窓会が仲立ちを
して、交流を促す場を設けておりますが、時間がか
かりそうです。
　さて標題に入ります。記録的猛暑の今夏８月１日、
皇太子殿下がご行啓され、１時間余り母校を見学さ
れました。当日のテレビニュース、翌日の新聞各社
の記事等で大きく報道されました。
　皇太子殿下がご行啓される事を知り、私としては、
学校の栄誉、創始者･近藤先生への御恩返し、同窓
生皆様からの付託に応えるべく、私の判断で、同窓
会より100万円のお役立てを申し添え、下記６項目
の要望を学校にお伝えしました。注釈や結果等を
夫々付します。
１．近藤真琴先生顕彰碑 並びに 戦没者慰霊碑 周

辺の整美：
＜平素から最重要項目と捉え、ご寄付等させて
いただいておりますが、特に今夏の猛暑では雑
草が著しかったので、２週間前と直前の２度に
亘り実施されました。近藤先生は鳥羽藩士から

皇太子殿下
母校へご行啓
同窓会会長
菅沼　延之
Ｓ48Ｎ（88期）

頁下段には、平成30年度版会員名簿の広告をしました。　スポンサー広告、募集中！
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　同窓会員の皆様には、普段より種々お世話になっ
ており、教職員・在学生を代表して、深甚より感謝
を申し上げます。
　さて、平成30年度前半は、光栄なこと、希望に満
ちたこと、残念なことが混在する複雑な鳥羽商船高
等専門学校の状況でした。まず光栄なことは、皇太
子殿下の本校行啓でした。また、希望に満ちたこと
は、工業系２学科の学科改組が認可されたことです。
最後の残念なことは、商船学科に定員割れが発生し
たことでした。以下、それぞれについてご報告と御
願いを申し上げます。

１．皇太子殿下の行啓
　皇太子殿下の行啓という開校以来、初めての皇室
のご訪問という栄誉に浴する機会を得ました。殿下
は伊勢市で開催された「2018東海総体」の総合開会

殿下は約１時間に亘り本館内と潮騒会館（校門入っ
て右手）を回られ、ロボット等ご見学されました。
同窓会ホームページに紹介されていますが、本校は
本年米国でのイマジンカップに、日本代表として東
大２チームと共に出場、惜しくも準決勝に進めなか
ったとの事です。ロボットご見学の際、暖かいお言
葉をいただいたと聞きました。そして正面玄関へお
戻りになられた際、皇太子殿下は、再びお出迎えし
た42名の、最前列学生11名の１人１人に、丁寧に
お声をかけてくださいました。畏敬と感謝の念を抱
きつつ、17時15分全員でお見送りをして、行事は
終了と相成りました。同窓生代表として唯一出席さ
せていただいた私にとっても、感激至極のひと時で
した。
　此度の殿下ご訪問に際し、校長、事務長はじめ学
校職員の方々、学生の皆さん、国、県、市等のご関
係者、縁の下で支えて下った全ての皆様のご労苦に、
心より感謝申し上げます。有難うございました。

学校長挨拶

林　祐司

式御出席の後、平成30年８月１日1610時から1725
時の間、鳥羽商船高等専門学校をご視察になられま
した。
　予定時刻に本校学生42人と一部教職員により、
１号館前においてお出迎えいたしました。その後、
学生代表による商船学科、制御情報工学科、電子機
械工学科のそれぞれの学科説明と研究内容発表およ
び平成29年度ロボットコンテスト全国大会出場マ
シンの操縦実演をご覧になられました。それぞれの
説明ブースでは、殿下は熱心にご覧になられ、学生
一人ひとりにご質問をされておられました。途中、
ご休憩所で呈茶した二人の女子学生にもお声がけを
されていました。すべてのご視察の行程が終了し、
お見送りの際には、校長に「学生の真摯な説明と真
剣な研究態度に感銘を受けました。このことを学生
の皆さんに伝えてください。」とのお言葉を賜りま
した。殿下の行啓は予定された時間通りに進みまし
たが、お見送りの際に、整列した最前列の11人の
学生一人ひとりに勉強している内容や将来の夢を質
問されて、予定時間を超過してしまいました。先導
役を仰せつかった校長としては、学生の皆さんのし
っかりした対応に嬉しさがほとばしり、感無量の面
持ちでした。

２．学科改組の認可
　３年越しの申請であった工業系２学科の学科改組
が本年９月に認可されました。既存の「電子機械工
学科（学生定員40人）」と「制御情報工学科（学生
定員40人）」を統合・改組し、「情報機械システム
工学科（学生定員80人）」を新設するという学科改
組申請が認められ、平成31年４月１日より、新学科
に新入生80人を迎えることになりました。
　当該学科改組は、少子高齢化が著しく進行する三
重県中南部における産業の振興と大きく変化する産
業形態に対応するために、工業系学科の教育シラバ
スに柔軟性を持たせることによって、学生の希望進
路と勉強内容のミスマッチを回避することができる
というものです。具体的には、高学年時に６つのモ
デル（学習コースの一種で、主専攻と副専攻が存在
する）を設定・選択することによって、学生と産業
界の指向に合致した教育を実現するものです。この
改組により、学生は将来の希望する仕事に直接役立
つモデルを選択し、知識・経験を深めることが可能
となります。

伊勢三河湾水先区水先人会
小久保　又五郎（S38Ｎ） 家田　和良（S39Ｎ） 池上　義孝　（S40N）
成田　寛太郎　（S41N） 横山　良一（S42N） 小林　　司　（S43N）
大野　義和　　（S44N） 池山　　薫（S47N） 伊庭野　紀弘（S47N）
中村　道夫　　（S47N） 岩本　正直（S49Ｎ） 大濱　輝久　（S49N）
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ロ　総　　会　平成29年６月４日 11：50～12：20
　　　　　　　名古屋　名鉄グランドホテル
　　　　　　　　☆出席会員数104名。来賓６名
ハ　支部長会　今年度は開催されず。

②会報発行
会　報：平成29年10月15日、会員3,600名に発送
　　　　（うち190通あて先不明により返送）

③主要活動　平成29年度総会以降
６月４日 理事会、総会、懇親会　
 名古屋名鉄グランドホテル
 中部支部の主催、事務局応援
６月～７月 商船学科５校合同進学ガイダンス開催
 東日本支部、関西支部、西日本支部会員
 会場：神戸、広島、東京
７月９日 攻玉伝上演（鳥羽かたらづか劇団）

母校在校生５名出演と演出、大道具、
照明、コーラスに在校生同窓生20数
名が参加協力しました。観客約600
名に近藤真琴翁の業績を改めて知っ
てもらえました。

７月21日 故郷の海を愛する会
 　中部運輸局長賞受賞

８年に亘る海事思想普及活動に対し
て受賞

８月16日～ 会報発行準備着手   
事務局、伊勢志摩支部会員、母校職
員の会員

９月29日 商船学科卒業式
式の参列、並びに同窓会の事前説明
及び新規加入手続き事務局、伊勢志
摩支部会員９名参加

10月16日 同窓会報発行　発送
伊勢志摩支部と事務局10名で同窓
会報発送作業、約3,600名に発送。

10月21日 課外活動信金、報奨金授与式
合計金額27万円（予算計上と同じ）。
全国高専プログラミング大会最優秀
賞、ロボコン全国大会出場等

10月22日 海学祭悪天候のため中止
今年も伊勢志摩支部の出店を準備し
ていましたが残念でした。

11月15日 攻玉社学園１年生修学旅行で来校
学生49名と先生方10名が来校し近

①会議
イ　理 事 会　平成29年６月４日 10：20～11：40
　　　　　　　名古屋　名鉄グランドホテル
　　　　　　　　☆出席理事39名（委任状含）

３．商船学科の定員割れ
　平成30年度入試では、商船学科（学生定員40人）
の定員割れ（既入学者38人）が発生しました。三
重県下を中心とした本校教職員の不断の努力にも拘
らず、定員割れが発生したことは、校長として責任
を全うしているとは云えず、無念の極みです。優秀
な入学生の確保と卒業生の100％の就職・進学先の
確保は、学校の最も重要な使命です。現状では、こ
れら使命達成が実現されておらず、使命達成のため
には、同窓会との連携が必須で、今後益々重要とな
ってきます。入口の人材を優秀な学生で固めること
により、改組等で新規に構築する教育システムが有
効に作用し、出口の学生の希望を充足した人材供給
先の確保が実現します。
　具体的には、優秀な受験生の確保のために、三重
県内外の６ブロックの同窓会組織を活用させていた
だき、商船学科を主とする受験生確保活動の実施を
御願いいたします。各都道府県に５人程度の地元中
学校キャラバン隊を編成していただき、均質な本校
関連情報提供のために、本校で用意した説明資料等
を持参して説明マニュアルにしたがってご説明を御
願いいたします。そのほかには個人の熱意で説明を
色付けしていただいて結構ですが、現在の中学３年
生の気性に合致した夢のある説明を御願いいたしま
す。実施詳細につきましては、既に同窓会長と同窓
会事務局長とご相談させていただいております。
　この受験生確保のキャラバン隊の成否が、将来の
本校の浮沈を握っていると云っても過言ではありま
せん。この活動を地道に運用することによって、
10年先・20年先の本校の地位が上昇し、より地域
に愛される学校として存続するものと確信しており
ます。どうか、どうか、宜しく御願い申し上げます。

平成29年度本部会務報告

本部報告

伊勢三河湾水先区水先人会
田中　俊彦（S50N） 鵜飼　幹夫（S52N） 畑内　康孝（S52N）
町　　裕次（S52N） 森内　芳卓（S52N） 鈴木　晴敏（S54N）
西濱　卓己（S54N） 増島　忠弘（S54N） 原　　秀男（S56N）
門奈　克明（S62N）　　
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平成30年４月～31年３月
４月 総会案内発送準備発送
４月 同窓会名簿編集作業
４月 同窓会名簿への広告掲載の編集
５月 同窓会名簿制作発注
５月 理事会・総会案内発送
５月 理事会、総会会議資料作製
６月 理事会・総会（活動報告に記載）
６月 同窓会ポロシャツ作成
７月 同窓会会報作成準備
７月以降の活動計画
８月 同窓会会報編集作業
９月 商船学科卒業式参列、祝賀会実施
 同窓会入会案内、手続き
10月 同窓会会報発送作業
10月 海学祭支援、同窓会の出店
10月 学生支援奨励金の授与
12月 商船学科、工学科の施設見学会並びに講演会

を実施予定。「故郷の海を愛する会」主催。
３月 工学科（Ｉ科、Ｍ科）卒業式参列、祝賀会実施

藤翁記念碑と100周年記念館を見学
され、校長と菅沼同窓会長他が出迎
えました。

11月17日 学生代表との懇談会
学生会３名、寮生会３名と菅沼会長、
西山明会計、江崎事務局長が食事会
と懇談会を開催

２月13日 落合元同窓会長を囲んで懇親会
今年88歳を迎えた落合元会長を同窓
会菅沼会長、伊勢志摩支部６名が招
待し益々のご健康を願い宴席を設け
ました。

３月18日 M,I科卒業式で同窓会案内、加入活動
事務局、伊勢志摩支部会員８名。

平成30年度本部会務報告・計画

平成30年度行事予定（一部実施済）
月　日 曜日 行　事　内　容 関　係　者 備　　考

４月３日 月 入学式（本科S, M, I, 専攻科生） 　 　
５月15日 火 戦没・殉職船員追悼式 東日本支部 　
５月19日 土 攻玉社同窓会総会　出席 会長、東日本支部 　
５月20日 日 横浜港カッターレース大会 東日本支部
６月３日 日 理事会・総会・懇親会 会長、主管支部役員、全会員 関西支部担当
６月30日
７月28日

土
土

国立高専　商船学科
５校合同進学ガイダンス　

神戸：西日本支部、関西支部
横浜：東日本支部 日本船主協会主催

７月７日 土 名古屋港で砕氷船「ふじ」と海洋博
物館の見学

伊勢志摩支部会員、一般ボランテ
ィア 故郷の海を愛する会主催

７月26日 木 ＪＭＵ津造船所見学と鳥羽商船高専
の練習船で体験航海 伊勢志摩支部会員、鳥羽商船高専 故郷の海を愛する会主催

８月22日 水 伊勢湾フェリーに乗船し、伊勢湾海
上交通センターの見学 伊勢志摩支部、鳥羽商船高専 故郷の海を愛する会主催

９月24日 月 卒業式（N, E）・修了式（海事） 会長、地元支部役員、事務局 　
９月末日 同窓会会報発行 事務局 　

10月13日 土 潮騒の神島の自然観察と伊良湖水道
の見学 伊勢志摩支部、鳥羽商船高専 故郷の海を愛する会主催

10月21日 日 海学祭 伊勢志摩支部 出店参加
12月８日 土 本校の施設見学と講演会 伊勢志摩支部、鳥羽商船高専 故郷の海を愛する会主催
３月17日 日 卒業式（Ｍ・Ｉ）・修了式（生産） 会長、地元支部役員事務局 卒業祝賀会

東京湾水先区水先人会
坂崎　　清（S40N） 中川　　敏（S40N） 三村　徳蔵（S40N）
飯野　　実（S44N） 石川　富朗（S47N） 高木　春男（S49N）　
藤本　良夫（S51N） 木場　弘幸（S53N）
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　会計報告は平成30年６月４日大阪第一ホテルに
於いて開催の理事会、総会で承認されました。

平成29年度会計報告

平成29年度会計報告

平成30年度予算　

　平成29年度期初、期末の銀行等の残高証明の確認
を行い、29年度収支に関しては領収書、各銀行など
の出納記録と照合して監査した結果、正確かつ適正
であったことを認めます。

平成30年５月20日

　　　　　　　　　　会計監査　武部二三男

　　　　　　　　　　会計監査　竹川　　俊

自 平成29年４月１日 ～ 至 平成30年３月31日 自 平成30年４月１日 ～ 至 平成31年３月31日

科　目 29年度予算 決算金額 比較増減
負担金 520,000 550,000 30,000
総会費 1,425,800 1,375,373 －50,427 
会報・会員名簿 835,000 825,520 －9,480 
対外活動費 217,000 211,372 －5,628 
支部活動費 492,000 492,000 0
慶弔費 30,000 0 －30,000 
旅費交通費 400,000 371,000 －29,000 
事務消耗品費 30,000 24,087 －5,913 
会議費 30,000 －30,000 
会務運営費 277,000 296,847 19,847
外部委託費 650,000 641,300 －8,700 
特別予算
本校紹介活動 300,000 300,000 0

特別予算
(ロボコン大会) 200,000 200,000 0

雑支出 20,000 16,426 －3,574 
支出合計 5,426,800 5,303,925 －122,875 

支出の部

科　目 29年度予算 決算金額 比較増減
会      費 3,180,000 3,114,000 －66,000
寄付金収入 700,000 841,880 141,880
バナー広告収入 240,000 160,000 －80,000
雑収入 1,331,000 2,227,500 896,500
受取利息 4,700 12,526 7,826
預かり金 0 4,300 4,300
収入合計 5,455,700 6,360,206 904,506

収入の部 ※比較増減＝決算金額－予算
科目・内訳 29年度実績 30年度予算 増減比較

会      費 3,114,000 3,100,000 －14,000 
寄付金収入 841,880 810,000 －31,880 
スポンサー広告収入 160,000 270,000 110,000
雑収入 2,227,500 1,963,000 －264,500 
受取利息 12,526 12,448 －78 
預かり金（会費・名簿等） 4,300 0 －4,300 
収入合計 6,360,206 6,155,448 －204,758 

収入の部 ※比較増減＝30年予算－実績

科目・内訳 29年度実績 30年度予算 増減比較
負担金 550,000 650,000 100,000
総会費 1,375,373 1,468,000 92,627
会報・会員名簿 825,520 1,585,000 759,480
対外活動費 211,372 231,000 19,628
支部活動費 492,000 512,000 20,000
慶弔費 0 0 0
旅費交通費 371,000 460,000 89,000
事務消耗品費 24,087 241,000 216,913
会議費 0
会務運営費 296,847 289,496 －7,351 
外部委託費 641,300 600,000 －41,300 
特別予算
（本校紹介活動） 300,000 300,000 0

特別予算
（イマジンカップ世界大会） 200,000 100,000 －100,000 

雑支出 16,426 20,000 3,574
支出合計 5,303,925 6,456,496 1,152,571

支出の部 ※比較増減＝30年予算－実績

勘定科目 期首金額 収入 支出 期末金額 比較増減
現金 0 0 0
普通預金計 1,387,781 15,781,286 13,789,795 3,379,272 1,991,491
定期預金計 22,306,985 12,518 947,728 21,371,775 －935,210
現金・預金合計 23,694,766 15,793,804 14,737,523 24,751,047 1,056,281

現金・預金 ※比較増減＝期末－期首 勘定科目 期首金額 予算収入 予算支出 期末残額
現金 0 0 0 0
普通預金計 3,379,272 6,143,448 6,456,496 3,066,224
定期預金計 21,371,775 12,000 0 21,383,775
現金・預金合計 24,751,047 6,155,448 6,456,496 24,449,999

現金・預金 　　　    ※期末残額＝期首+収入－支出

30年度予算は、約31万円のマイナス予算となる。

★予算は31万円の赤字になる見込みであるが、預貯金
の残額は29年度期首の金額よりも増額する。
★負担金の中で学生支援として１級海技士等の資格取得
奨励金の予算を10万増額した。
★支出は、前年に比べ約115万増えている。
　主な要因は名簿制作費であるが、これに該当する分は
前年雑収入に名簿広告掲載料として110万円が、前納
されている。

年々会費の収入は減少の傾向で有ります。
会員の皆様のご協力よろしくお願いします。

⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇

⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇

大阪湾水先区水先人会
田中　忠士（S38N） 河口　長弘（S40N） 南方　日出一（S40N） 藤本　昌之（S42N）
鹿野　秀治（S48N） 小山　道夫（S49N） 山本　隆史　（S52N） 山本　丈司（S54N）
習田　誠至（S55N） 濱地　義法（H4N） 蛸積　史丸　（H12N）
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商船学科卒業式・海事システム学専攻修了式
　平成29年９月24日（日）母校商船系卒業式が行な
われました。学生たちの進路は外航船社９名、内航
船社16名、フェリー４名、陸上企業、官公庁に７名、
進学３名でした。（学校だより参照）

課外活動支援金、報奨金支給式
　平成29年10月21日課外活動支援金、報奨金の授
与式を行いました。学校側からは指導教員の（プロ
コン）江崎氏、（学生会）林氏、（吹奏楽）豊田氏、
（ロボコン）脇坂氏、（カッター）山野氏、（陸上）
小田氏、（連絡担当）小島氏が出席されました。支
援金とし総額合計24万円の支給となりました。

学生代表との懇談会
　平成29年11月13日　同窓会菅沼延之会長、江崎
隆夫事務局長、西山明氏（会計）が、学生会３名、
寮生会３名と懇親会の場を設けました。この懇談会
は、菅沼会長の同窓会が現役学生との接点をもっと
多く持たなければ同窓会に対する認識や関心を高め
ることは出来ないという趣旨で開かれました。
　今の学生たちの状況や要望などを少しは把握する
ことができたように思います。また学生たちも同窓
会の存在に少しは関心を持てたのではないかと思い
ます。又次回を約束して会は終了致しました。
懇親会参加学生
　学生会会長　　　　　　渡邉（I5）
　学生会副会長　　　　　村山（I4）
　寮長　　　　　　　　　福田（SE5）
　女子寮長　　　　　　　深田（SN5）
　学生会体育祭実行委員　河戸（SE3）
　世話係代表　　　　　　山中（M5）　

以上６名

平成30年度　同窓会役員・理事 同窓会の活動
本 部

支 部

会　長 1 菅沼　延之 Ｓ48Ｎ 事務局長 1 江崎　隆夫 Ｓ44Ｅ

副会長
（3） 4

藤本　昌之 Ｓ42Ｎ

事務局 8

溝井　　昇 Ｓ42Ｅ 

加塚　信吾 Ｓ52Ｅ 三井　健次 Ｓ43Ｅ

室　　博也 Ｓ55Ｎ 江尻　　潜 Ｓ48Ｅ

江崎　修央 Ｈ４Ｍ 山口　伸輔 Ｓ48Ｎ

相談役
（6） 5

古川　昭一 Ｓ30Ｅ 木下　　勝 Ｓ49Ｅ

桑嶋　収平 Ｓ31Ｎ 西山　　明 Ｓ50Ｅ

菅原　昌男 Ｓ33Ｎ 畑　　辰幸 Ｓ51Ｎ

松浦　　肇 Ｓ36Ｎ 北端　大志 Ｈ８Ｎ

中澤　昌信 Ｓ37Ｎ 学校連絡 1 小島　智恵 Ｈ14Ｎ

会計監査
（2） 2

武部二三男 Ｓ38Ｎ

竹川　俊幸 Ｓ42Ｅ

名誉顧問 2
落合　弘明 元同窓会長

菱田　　司 元同窓会長

田中　三郎 前同窓会長

特別顧問 3
林　　祐司 学校長  

石田　邦光 副校長

山内　浩一 事務部長

東日本支部　　　11（11） 伊勢志摩支部長　　14（13）
支部長 水野　正治 Ｓ43Ｎ 支部長 三井　建次 Ｓ43Ｅ

理　事

岩田　　仁 Ｓ38Ｅ

理　事

大西　彰夫 Ｓ36Ｎ

田中　三郎 Ｓ42Ｎ 川口　心也 Ｓ40Ｅ

大橋　泰夫 Ｓ48Ｎ 溝井　　昇 Ｓ42Ｅ

冨岡栄一郎 Ｓ48Ｎ 江﨑　隆夫 Ｓ44Ｅ

水野　博之 Ｓ48Ｎ 山口　伸輔 Ｓ48Ｎ

奥田　宣夫 Ｓ48Ｅ 木下　　勝 Ｓ49Ｅ

大橋　秀章 Ｓ49Ｎ 西山　　明 Ｓ50Ｅ

菅原　秀樹 Ｓ51Ｎ 畑　　辰幸 Ｓ51Ｎ

星野　芳昭 Ｓ52Ｅ 塩野　明俊 Ｓ56Ｅ

真治　正章 Ｈ８Ｎ 齋心　俊憲 Ｈ１Ｎ

中部支部　　　6（6） 江崎　修央 Ｈ４Ｍ

支部長 山川　博之 Ｓ53Ｎ 北端　大志 Ｈ８Ｎ

理　事

小林　正司 Ｓ43Ｎ 中井　一文 Ｈ16Ｉ

菅沼　延之 Ｓ48Ｎ 関西支部　　　7（７）
宗接万太郎 Ｓ48Ｎ 支部長 田中　　潔 Ｓ52Ｎ

加塚　伸吾 Ｓ52Ｅ

理　事

藤本　昌之 Ｓ42Ｎ

山口　　淳 Ｓ61Ｎ 岡崎　和清 Ｓ48Ｅ

四日市支部　　　５（4） 村田　佳久 Ｓ55Ｎ

支部長 西井　育央 Ｓ61Ｅ 國安　政幸 Ｓ58Ｎ

理　事

室　　博也 Ｓ55Ｎ 清家　将之 Ｓ60Ｎ

待井　健司 Ｈ２Ｎ 福田　美和 Ｈ７Ｎ

伊藤　英樹 Ｈ４Ｅ 西日本支部　　　2（2）
西村　　崇 Ｈ６Ｉ 支部長 中野　正義 Ｓ41Ｎ

理　事 神子　　功 Ｓ48Ｅ

※  は新任
※（　）内は定数

内海水先区水先人会 本山　幹夫（S38N） 島田　愛水（S42N） 武藤　兼廣（S42N）
青山　　保（S42N） 谷口　　誠（S56N） 大濱　啓司（S60N）
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　マンパワーも体力が不足しがちの面々が多いので
次回は更に多数の参加者を期待したいものです。

鳥羽商船同窓会総会開催
　平成30年６月３日関西支部のお世話で大阪駅前
丸ビルの大阪第一ホテルにて開催されました。
　来賓に母校から林校長、石田副校長、山内事務部
長。そして東京の攻玉社同窓会の木村同窓会長、田
村事務局長をお迎えし、同窓生82名と共に盛大に催
されました。理事会、総会では西山会計から今年の
決算と予算審議がなされ承認、報告されました。
　29年度の決算は同窓会名簿の発刊準備で協賛会社
から広告料収入が臨時で増えたため黒字決算で終わ
りましたが、次年度以降はこれらの収入が減少する
ため年会費、終身会費、寄付金の益々のご協力の要
請がなされました。菅沼会長、林校長からあかるい
話題が報告されました。母校がアメリカ　シアトル
でのマイクロソフト社主催のイマジンカップ世界大
会へ日本代表として、東大から２チーム、鳥羽商船
から１チームが大きな期待を受けて参加します。母
校の健闘を祈って急遽会場に募金箱が回され多くの
寄付金が集まりました。このチームの指導教官でも
ある同窓会の江﨑修央副会長がお礼と優勝を目指し
て力強い言葉をのべました。又、今年母校商船科の
受験者が減り定員40名に対し38名の入学で２名の
定員割れを生じたことが報告されました。学校、同
窓会もこの由々しき現状を重大な懸案と受け止め母
校、同窓会が力を合わせこの問題を打開すべく協力
し合っていくことを承認、報告されました。具体的
な取り組みは秋に支部長会を開催し活動いたしま
す。同窓会伊勢志摩支部が主体で立ち上げた、ＮＰ
Ｏ法人 故郷の海を愛する会の活動に対して国交省
中部運輸局から運輸局長賞を受賞しました。この会
の活動も今年で10年を迎えました。母校と伴にこの
会の活動が県内外に向けて母校ＰＲに寄与している
事は疑いようもありません。益々の活動をお願いい
たします。懇親会にて攻玉社木村会長が両校の兄弟
校の歴史とご祝辞をのべられ、今後も熱い交流を続
けていくことを菅沼会長と約束されました。最後に
来年の総会開催地の三井伊勢志摩支部長の万歳三唱
と来年６月２日の鳥羽での再会を約束して散会致し
ました。関西支部の皆様ご協力ありがとうございま
した。

落合元同窓会長を囲んで懇親会
　平成30年２月12日（月）祝日、伊勢市駅前落合元
会長自宅隣の料理屋「桂」で懇親会を開催致しまし
た。この宴は、菅沼会長の仲人でもあり、我々同窓
生の恩師でもある落合先生が同窓会長を退任されて
以来、疎遠になっていた同窓会の現状報告と役員の
表敬訪問の意も込めて集まりました。先生は今年
88歳の米寿を迎えられたそうです。さすがに足腰
は衰えておりますが、頭脳も明晰で会話、記憶力も
我々が驚くほどしっかりしておられます。現在は、
ご自宅でお手伝いさんと共に元気に生活していま
す。２時間ほどでしたが、昔話に花が咲き、又次回
を約束して散会いたしました。
参加者：落合弘明（S22N）、菅沼同窓会長（S48N）、

武部同窓会監査（S38N）、江崎事務局長
（S44E）、西山会計（S50E）、山口理事
（S48N）、横井英樹（S48N）、伊勢志摩支
部長　三井（S43E）

卒業生への同窓会の説明会
　平成30年３月18日卒業式に先立ち同窓会につい
視聴覚室において本校制御情報工学科長である出江
氏（H3M）よりプレゼンを行っていただきました。

電子機械工学科・制御情報工学科　卒業式
　平成30年３月18日（日）、（学校だより参照）菅沼
同窓会会長からは、後輩達に「鉄は熱いうちに打
て！」の言葉はあるが、打つ方、打たれる方其々に
覚悟を持って望まなければならない。」等卒業生へ
のはなむけの祝辞がありました。

総会案内発送作業
　平成30年４月19日総会の案内発送作業に伊勢志摩
支部の会員の皆さんが参加してくださいました。

和歌山下津水先区水先人会 鹿島水先区水先人会
畑　　辰幸（S51N）　　　清水　　貢（S56N） 郡　　茂典（S50N）　　　大原　智喜（S57N）
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2017年10月22日 
鳥羽商船の海学祭で活動紹介
　天候不良で海学祭が中止となりました。

2017年12月９日
商船学校の歴史と船と海の話
　鳥羽商船高専で小中学生69名の参加を得て、実施
しました。募集は50名の予定でしたが、多くの応募
を頂きました。４名ほど体調不良などがありキャン
セルとなりましたが、最終69名もの子供たちに参
加して頂き、盛況にみんなで喜んでいます。
　参加者の約半数は故郷の海を愛する会の活動に初
参加の人たちです。又、県外の京都・名古屋・平塚
からの応募もありました。船にとても興味があり、
故郷の海を愛する会のブログを見て応募してくれた
そうです。私たちの活動が少しずつ知られてきたの
かなーと感じています。私たちの活動の目的は子供
たちにもっと世界につながる船や海を知ってもらう
活動をする事ですが、活動を通して、子供たちが新
たな友達を作り、仲良くなるように願っています。
活動の際には子供たちのみ参加が原則で、これから
も変えないで行こうと思います。

2018年６月４日
「世界につながる海 IN 2018」

イベント①～③募集

　2018年度は５回の
イベントを計画してい
ますが、７～８月に実
施する３つのイベント
についての募集を６月
４日に開始しました。

◇活動10年：
　もっと多くの子供達が世界につながる海や船を知
り、親しみ、将来はそれらに関わる人になって欲し
いと考えて伊勢志摩支部の同窓生が故郷の海を愛す
る会を立ち上げ、活動を続け、今年でやっと10年と
なりました。10年は続けようと頑張ってきましたが、
目標達成です。
　おかげさまで、今年も７～８月に予定している３
つの活動に多くの応募がありました。とても嬉しい
ことです。支援・助成について、今年は日本海事セ
ンター、全日本海員組合、日本中小型造船工業会、
日本船主協会、山縣記念財団、鳥羽商船同窓会の支
援・助成を頂いています。日本中小型造船工業会と
日本船主協会は活動に際し共催で活動しています。
中部運輸局は後援ですが、会の活動を「海の月間」
イベントとして紹介して頂きました。又、活動の際
に子供達に貴重な話をして頂いています。
　南勢海洋少年団、四日市海洋少年団、セイラビリ
ティ伊勢と協力して活動をしています。応募対象地
域は徐々に広め、津市から尾鷲市までの三重県の中
南勢地域の約25,000名の小中学生です。
　活動が10年となり、子供達や保護者や各小中学校
に活動が知られるようになり、多くの応募を頂いて
います。又、資金的には海事関係の団体から継続し
て支援が頂けています。有難いことです。
　活動自体は軌道に乗ってきたと思っていますが、
活動の継続についての問題は事務局の高齢化ですね。
　そこでお願い、伊勢志摩支部の方々、事務局を奉
仕の精神でお願いできませんか？
　会の活動の様子は、同窓会HP、日本財団の提供
するCANPANブログで見て頂けます。
http://blog.canpan.info/umiwoaisurukai/

◇活動の報告など：
　昨年の同窓会報に掲載の活動以降の紹介をします。

2017年10月14日
潮騒の神島の自然観察と伊良湖水道
　多くの応募があり、楽しみにしていたのですが、
天候不良が予想されたので中止となり残念でした。
2018年度で再度計画しました。

ＮＰＯ法人故郷の海を愛する会 会長　川口心也（S40E）

代表取締役　 齋藤 聡介
取締役会長　 齋藤 正（S36E・78期）

http://www.ndgltd.co.jp/

〒653-0836
兵庫県神戸市長田区神楽町2-3-1 第2丸鹿ビル2F
TEL/078-621-4836 FAX/078-621-4834
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2018年８月22日
伊勢湾フェリーに乗船し、

伊勢湾海上交通センターの見学
　台風接近で多くのキャンセルがありましたが、小
中学生84名の参加を得て、イベントその③を実施し
ました。伊勢湾フェリーでは中部運輸局のお話と鳥
羽海上保安部の海上安全教室や船橋見学などを行い
ました。伊勢湾海上交通センターで伊良湖水道を通

航する船舶を管制し
ている様子を見学、
渥美郷土資料館では
海を介し渥美半島と
伊勢志摩が交流があ
った事を学びました。

　この後、10月と12月にイベントを計画しています。

◇終わりに：
　10月13日に「潮騒の神島の自然観察と伊良湖水
道」としてイベントその④を予定していますが、同窓
会伊勢志摩支部とも協力して開催しますので、伊勢
志摩支部の方々もレクリエーションとして参加下さい。
（お願い）
　昨年の会報にも同じようなお願いをしています。
活動も何とか軌道に乗ってきたと思います。幸なこ
とに参加者集めの悩みは無くなりましたが、その活
動資金集めと、事務局員探しが懸案事項です。
●資金的には鳥羽商船同窓会はじめ各海事関係の団
体や明るい社会づくりの会などから助成を得てい
ますが、当初計画以上の子供たちに参加してもら
っているので出費が増えています。活動資金集め
にご協力下さい。

●事務局も10年経つと高齢化が著しいです。
多くの子供達にもっと海や船を知ってもらう活動
を続け、将来のある子供たちが母校を目指すよう
に活動を続けるため、同窓生の皆さんのご協力を
よろしくお願いします。

　朝、事務室に行って見ると00：00から多くのフ
ァックスやメールが届いていました。すべてのイベ
ントについて６日には募集終了となりました。今ま
では早くても２週間ほどかかっていたのですが？嬉
しい悲鳴でした。

2018年７月７日
名古屋港で砕氷船と海洋博物館の見学
　96名の小中学生の参加を得て、イベントその①を
実施、無事終了しました。大雨が続いていたので７
日の天候が気がかりでしたが、天気予報を頼りに、
実施を決めました。おかげさまで、活動中は殆ど雨
に邪魔されず、子供達は「港や船の役割や、人々の
暮らしとの関わりなどを勉強」しました。

　
　

2018年７月26日
JMU津造船所見学と

鳥羽商船高専の練習船で体験航海
　小中学生96名の参加を得てイベントその②を計画
通りに実施、終了しました。連日の猛暑で、熱中症
を心配しましたが、おかげさまでそれほど暑くなく、
活動日和となりました。造船所では大型船の建造工
程を見学し、船の大きさを体感しました。なぜ船が
浮くのかも勉強しました。鉄の重さも体感しました。
練習船の体験航海では船を操縦する船橋を見学した
り、エンジンをコントロールする制御室を見学した
り、ロープの結び方を勉強したりしました。
　子供たちが世界につながる海や船を知るいい機会
になった事と思います。

山口　　秀（S40E・82期）
大又　育夫（S55E・95期）

http://www.techno-marine.co.jp

〒652-0813
兵庫県神戸市兵庫区兵庫町1丁目1-27
TEL/078-685-0250 FAX/078-685-0255
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第46回商船学科卒業証書授与式並びに第10回
専攻科（海事システム学専攻）修了証書授与式を挙行
　平成29年９月24日（日）、第46回商船学科卒業証
書授与式並びに第10回専攻科（海事システム学専
攻）修了証書授与式を挙行しました。
　式では、林校長から商船学科卒業生37名に卒業
証書、専攻科（海事システム学専攻）修了生３名に
修了証書が手渡された後、「海図の無い人生航路を
行く中で３つ、すなわち命、朋、仕事を大切にして
ください。生きていく上で発生する大小さまざまな
失敗から何
を学び、ど
う活かすか
が 大 切 で
す。」と式
辞が述べら
れました。

平成29年度専攻科（海事システム学専攻）入学式
　平成29年度専攻科（海事システム学専攻）２名
を迎える入学式が平成29年10月２日（月）に挙行さ
れました。
　　林校長から「柔軟な思考力と応用力を身につけ、
国際的に活躍できる広い視野とリーダーシップを備
えた人間に成長してください」と祝辞が述べられた
後、新入生代表から「島国である日本にとって不可
欠である海運業界を担うべく、国際的に通用する能
力を身に着け、日本を支えることのできる立派な海
技従事者を目指して日々邁進していきたいと思いま
す。」と挨拶がありました。

平成29年度電子機械工学科・制御情報工学科
卒業式並びに生産システム工学専攻修了式を挙行
　平成30年３月18日（日）、平成29年度電子機械工
学科・制御情報工学科卒業証書授与式並びに生産シ
ステム工学専攻修了証書授与式を挙行しました。　
　林校長は卒業生らに対し、「皆さんの進む道は多

岐に分かれますが、将来それは再び交わることがあ
るはずです。友達を大切にし、自分の命、周りの人
の命を大切にして、今後進むべき道で、社会に貢献
されることを強く、強く祈念いたします。」と祝辞
を述べられました。

平成30年度本科並びに専攻科
（生産システム工学専攻）入学式を挙行
　平成30年４月４日（水）本校第２体育館において平
成30年度本科並びに専攻科の入学式を挙行しました。　
　商船学科38名、電子機械工学科40名、制御情報
工学科40名の計118名を本科１年生に、留学生１
名を制御情報工学科３年生に、生産システム工学専
攻に９名の進学者を迎えました。　
　式では、林校長の入学許可の後、在校生が足踏み
で新入生への歓迎の意を表しました。

年間行事（暦順に掲載）

各種コンテスト

学校だより
平成29年９月～平成30年８月

全日本ソーラー＆人力ボートレース大会
2017にて一周スラローム準優勝
　平成29年８月27日（土）28日（日）の両日、全日本
ソーラー＆人力ボートレース大会2017が、愛知県
碧南市の勤労青少年水上スポーツセンターにて行わ
れました。レースの結果は「一周スラローム準優勝
（人力Ｂ）」でした。

代表取締役
石川　功（S36E）

http://www.jikahatsu-tds.com/

〒115-0051
東京都北区浮間４丁目12番３号
TEL/03-3558-6885 ㈹FAX/03-3558-6682東京ディーゼルサービス株式会社
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陸上部の畠田君が走高跳で大活躍！
　陸上部の畠田寛大君（電子機械工学科２年生）が
走高跳で大活躍しています。
　平成30年６月23日（土）・24日（日）の第56回東海
地区国立高等専門学校体育大会
にて優勝（1m85cm）、平成30
年７月７日（土）・８日（日）の第
81回三重県陸上競技選手権大
会にて４位入賞（2m00cm）し
ました。これから益々の躍進が
期待されます！

採用
商船学科　　　　　　　　広瀬　正尚
商船学科　　　　　　　　北村　健一
電子機械工学科　　　　　吉岡　宰次郎
一般教育科　　　　　　　深見　佳代
学生課　入試・支援係　　井上　琴美
転入
一般教育科　　　　　　　澤田　圭樹
事務部長　　　　　　　　山内　浩一
総務課企画・地域連携係　山村　優美
総務課人事労務係　　　　今井　信博
学生課長　　　　　　　　竹中　久雄

齋心　俊憲（H1N） 鳥羽丸船長
大野　伸良（S56E） 鳥羽丸機関長
山野　武彦（H10E） 鳥羽丸一等機関士
小島　知恵（H14N） 商船学科准教授
出江　幸重（H3M） 制御情報工学科教授
江崎　修央（H4M） 制御情報工学科教授
中井　一文（H16I） 制御情報工学科准教授
竹内　晃輔（H7I） 総務課施設係係長
宮崎　政志（H8M） 総務課施設係
吉岡　裕也（H16E） テクノセンター技術職員
濱口　沙織（H17I） テクノセンター技術職員
三重野崇亮（H23I） テクノセンター技術職員
秋山　武彦（H20N） 鳥羽丸技術職員
金子　将也（H22E 鳥羽丸技術職員　

高専プロコン 最優秀賞・優秀賞・特別賞を受賞！
　平成29年10月８、９日に山口県周南市で開催され
た高専プログラミングコンテストにて、以下のチー
ムが各賞を受賞しました！皆様に応援していただい
たお陰と感謝しております。
■課題部門
　最優秀賞（文部科学大臣賞）　STEP　

－スコアブックと連動する動画閲覧システム－ 
　特 別 賞　テレスコア
■自由部門 
　優秀賞  さくらインターネット企業賞  うみどり
　　－ドローンを用いた水産業支援－

ロボットコンテスト全国大会出場
　平成29年12月３日（日）に、「アイデア対決・全国
高等専門学校ロボットコンテスト2017」全国大会
が東京都で開催され、地区大会を勝ち抜いたロボコ
ン部チームが出場、結果は奨励賞を受賞。　

第６回気象文化大賞「高校・高専　気象観測機器
コンテスト」最優秀賞・代表理事特別賞受賞
　平成29年11月18日、一般財団法人WNI気象文化
創造センターにより開催された「高校・高専 気象
観測機器コンテスト」において、制御情報工学科４
年生と３年生から構成される２チームが、本選参加
32チームの中から最優秀賞（全国１位）と代表理
事特別賞（３位相当）を受賞しました。

ImagineCup世界大会出場
　平成30年４月16日（月）に開催されたマイクロソ
フト主催の学生向けＩＴコンテスト「ImagineCup
日本大会」において、鳥羽商船高専チームは優秀賞
を受賞し、７月末にアメリカのシアトルにて開催さ
れる ImagineCup世界大会への出場が決まりまし
た！
（別途紹介記事参照）

注目クラブ活動

教職員人事

同窓生の本校教職員

山下　文徳（S41E・83期）

本社/広島県呉市
事業所/仙台・埼玉・名古屋
　　　 大阪・神戸・岡山
　　　 米子・高松・広島
　　　 下関・福岡、他77ヶ所 http://www.muroo.co.jp

本社　〒737-0051
　　　広島県呉市中央1丁目6-9

TEL/0823-24-2727　
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中部支部　 支部長　Ｓ53Ｎ　山川　博之
　昨年、中部支部長に就任してから早１年が経過し、
そして平成30年度本部総会が６月３日に関西支部担
当で大阪にて開催され、理事会、総会に出席しまし
た。その中で、林校長より本校商船学科の定員割れ
が生じたことが報告され、これは商船学科の存亡に
かかる由々しきこととの認識により、同窓会に対し
て、来年度における学生募集の要請がありました。
中部支部においても、商船学科の存続、しいては同
窓会の存続するためにも出来る限りの行動を行うつ
もりです。
　次に支部だよりとして、平成29年度活動報告をさ
せていただきます。6月４日、平成29年度中部支部
定例総会を本部総会同時開催もあって、48名の出席
により開催しました。世代交代もあって最近、平成
卒業生の出席が増えたこと喜ばしことですが、毎年
のことながら工業系同窓生の出席なく、同窓会への
参加を促すことが従前からの課題となっています。
　毎年恒例、春と秋の年２回行っている名鳥会ゴル
フコンペを本年度も第39回を６月11日に、第40回
を11月26日に開催しました。平成30年度も継続開
催として、６月24日に開催し、秋季の開催も11月
18日に開催予定となっています。参加メンバーが
固定的になっているため、今後も継続開催するため
にも広く多くのメンバーをお待ちしています。
　７月28日には練習汽船「青雲丸」入港し、30日（日）
に船内一般公開を行いました。本校学生も乗船して
おり、飲み物の差し入れをしました。11月10日、
名古屋港フレンドリーポートの行事の一環として毎
年、入港する練習帆船に合わせて入港する本校練習
船「鳥羽丸」に歓迎表敬訪問しました。
　年が変わって、３月22日入港した練習汽船「銀
河丸」にも本校学生が乗船しており、飲み物の差し
入れをしました。平成30年１月26日に、第４回目
を迎えた名古屋港の海事関係同窓会である「全船協」
「海洋会」保安大中部地区OB会「若葉会」の集い
として「めいよう会」が開催され、中部支部からも
参加し、今回も東京から全船協会長であるS38機関
科卒の岩田仁氏が出席、来賓挨拶をしていただきま
した。今後とも参加することにより、地元海事関係
者の情報交換、連携を深めるところです。
　２月２日には、学校、同窓会の近況の情報共有と
する役員会を開催しました。　
　次に平成30年度における活動状況（７月末現在）

東日本支部　 支部長　S43N　水野　正治
　初夏の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこ
ととお慶び申し上げます。東日本支部の平成29年度
活動状況及び活動予定を報告します。

平成29年度活動状況
５月３日 カッター練習日
５月11日 第47回日本戦没殉職船員追悼式出席
 （横須賀）増田、水野
５月13日 攻玉社同窓会総会出席
 （芝公園：メルパルク）田中会長、水野
５月21日 第34回横浜港カッターレース２艇
 （一般：シニア）参加
５月29日 支部役員会開催
６月４日 同窓会総会＆懇親会出席（名古屋）
７月29日 合同進学ガイダンス開催支援（東京）
 岩田参加
７月30日 合同進学ガイダンス開催支援
 （横浜：ナビオス横浜）水野参加
８月５日 銀河丸実習生激励及び戦没船員慰霊品
 依頼（横浜）増田、水野出席
10月28日 支部総会懇親会開催
 （ナビオス横浜）26名参加
平成30年
２月２日 支部役員会開催
４月12日 支部役員会開催
５月６日 カッター練習日
５月15日 第48回日本戦没殉職船員追悼式出席
 （横須賀）増田、水野出席
５月19日 攻玉社同窓会総会出席
 （会長、前会長、水野出席）
５月20日 第35回横浜港カッターレース２艇
 （一般及びシニア）参加
６月３日 本部総会出席（大阪）
７月 合同進学ガイダンス支援

◯東日本支部総会懇親会開催予定日時　
日時：10月25日（木）18時00分～20時00分
場所：ホテルグランドアーク半蔵門

千代田区隼町１番１号 TEL.03-3288-0111
（最寄駅　東京メトロ半蔵門駅A1出口徒歩３分）

会費：5,000円（予定）

支部だより

代表取締役会長
西村　清（S33E・75期）

●本社
●神戸工場　●横浜営業所
●尾道営業所
●兵庫営業所 http://www.esu-tech.co.jp/

本社　〒651-2132　神戸市西区森友5丁目113番地
TEL/078-923-6630　FAX/078-923-6640

太陽光採光システム
自動化計装システムエンジニアリング
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が会場を包み、限られた時間でしたが笑顔の花が咲
きました。
　また、今回初参加された鈴木俊雄様（S63E卒）
におかれましては、実家が伊賀の老舗の造酒屋（大
田酒造）とのことであり、伊勢志摩サミットで一躍
脚光を浴びた「半蔵」を持参され、皆が美酒に舌つ
づみを、そして定刻の時間になり来年の再会を誓い
中澤昌信様（S37N卒）の中締め、司会者の閉会宣
言で懇親会も幕となりました。
　支部総会にご参加くださった皆様、ありがとうご
ざいました。来年度においても、たくさんの四日市
支部の皆さまと元気で素敵な再会がありますように
願っています。
◎第56回鳥羽商船同窓会四日市支部総会出席者
　中野　清文（S21N） 中澤　昌信（S37N）
　石垣　三郎（S37N） 名倉　　勝（S38N）
　木崎　喜富（S41E） 鈴木　敏行（S43E）
　服部　光幸（S43N） 鈴木　秀敏（S43N）
　山本　晴久（S50E） 山本　雅拾（S50E）
　小笠原典城（S51N） 高橋　敏行（S53E）
　室　　博也（S55N） 西村　譲治（S59N）
　笠松　　伴（S60N） 西井　育央（S61E）
　鈴木　俊雄（S63E） 待井　健司（H2N）
　伊藤　英樹（H4E） 相良　球一（H6N）
　岡野　清人（H9N） 西村　　崇（H6I）
　池畑　　勉（H10E） 岡山　雄一（H11E）
　犬飼　和孝（H13N） 正村　和也（H23N）

計　26人（敬称略）
　今回、四日市支部として悲しいご報告があります。
支部の会員、私の同期、親友そして四日市港での日々
の業務パートナーでもあった宮本佐十さんが享年
52歳にて逝去されました。
　病気が発見された時には、もうすでに完治の見込
めない状態で、その後10ケ月足らずで逝ってしまい
ました。７月16日には、葬儀がしめやかに執り行な
われ、前日のお通夜も含めたくさんの支部会員、他
県からの同期の皆様が参集し彼の死を悼みました。
彼は、学生時にはカッター部主将として、また現在
は四日市海運㈱の総務部長として、いつも謙虚にし
て驕らず、責任感、正義感が強く、我々同期や職場
関係者からは信頼される存在として、また後輩に対
してもいつも笑顔で優しい上司であり、すべてに活
躍されていました。母校入学からこれまで約40年
来、同じ釡の飯を食った仲間として、いろんな思い
出が、走馬灯のごとく浮かんできますが、家族を賑

について、報告します。
　５月14日には、本部総会に先立ち、平成30年度中
部支部定例総会を40名の出席により開催しました。
６月26日から27日までの間、本校練習船「鳥羽丸」
が商船学科航海コース４年生の航海実習の途上にお
いて、名古屋港に寄港した折、26日には訪船し飲み
物の差し入れ、本船船長、機関長と懇談しました。
７月７日には、「故郷の海を愛する会」2018年事業
として、約120名（主催者含む。）の方々が、名古屋
港の南極観測船「ふじ」及び名古屋海洋博物館を訪
れ、飲み物を差し入れました。（事務局の方々、暑
い中、お疲れ様でした。）
　来る８月５日には、四日市港まつりの一環として
開催されるカッターレースに、我が中部支部から選
りすぐりの精鋭をメンバーとする、チーム名「鳥羽
商船ヤンキース」が参戦予定です。（無理せずに熱
中症とならず完走してください。ご健闘をお祈りし
ます。）
　以上が、平成29年度の活動報告及び平成30年度
の近況報告をもって支部だよりとします。

四日市支部　 支部長　S61E　西井　育央
　同窓会会員のみなさまにおかれましては、ますま
すご健勝のこととお慶び申し上げます。
　日頃は四日市支部の同窓会活動に大変お力添えを
賜り有難うございます。支部を代表いたしまして厚
く御礼申し上げます。
　６月30日（土）、四日市市内の日本料理店「たま
ゆら」において支部総会が開催され、今年「卒寿」
の歳を迎えられる中野清文様（S21N卒）をはじめ、
総勢26名のご出席を賜りました。
　支部総会は、正村和也様（H23N卒）の司会によ
り開会し、支部長あいさつでは、本部総会で報告さ
れました「イマジンカップ世界大会へ日本代表出場
決定」、「商船科の定員割れによる懸案と打開に向け
た協力」さらには「故郷の海を愛する会の運輸局長
賞受賞」などについてお伝えさせていただきました。
　犬飼和孝様（H13N卒）により、会計決算、予算
説明や支部活動計画等について説明され、審議の結
果、満場一致で承認を得ました。
　引き続き懇親会に移り、中野清文様の乾杯のあい
さつでは、当時の学生生活や厳しい時代の船員とし
てのご苦労など、懐かしく思いだされた貴重なご経
験のお話しに感動し、支部同窓との語らいと笑い声

社長　中川　　裕（S48E）
　　　西脇　　功（S49E）
　　　東谷　　亮（H3E）〒514-0032　津市中央4-19 LTS中央ビル1F

福祉施設、福祉用具のことならお任せ下さい。株式会社
ライフ・テクノサービス
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（１）平成29年10月末に母校練習船鳥羽丸が大阪港
開港150年記念イベントに参加します。表敬
訪問及び差し入れをする予定でしたが、あい
にくの台風のため中止となりました。次回の
寄港をお待ちします。

（２）国立高専（商船学科）５校合同進学ガイダン
スが今年も開催されるのであれば参加したい
と考えております。 以上

西日本支部　　 S48Ｅ　神子　功
　皆さん、暑い中如何お過ごしでしょうか？６月18
日の大阪高槻を震源とする地震に遭われた方、又、
７月５、６日の西日本豪雨に遭われた方、お見舞い
申し上げます。
　西日本支部活動として、７月５日に長崎にて中野
支部長、福岡元支部長、神子、江尻さんと各婦人同
伴で懇親会を行いました。ちょうど西日本豪雨の真
っ只中でしたが、私達のいる場所は大雨にならなく
無事でした。７日に予定していた西日本支部総会は、
７日の朝、山陽新幹線が不通の為、東京、広島、岡
山、神戸から参加予定の太田さん（S33N）、山下
さん（S40E）、片岡さん（S33N）、河本さん（S50N）、
永井さん（S47E）、横井さん（S48N）、鹿野さん
（S48N）の７名が欠席を余儀なくされました。特に
呉の山下さん、倉敷の河本さんからは、周囲の状況
の大変さが伝わってきました。又、三角さん（S32E）
は、健康上の理由、菅沼会長は仕事上の理由でキャ
ンセルになりました。中止も検討しましたが、残り
の方が出席できるとのことで、開催を決めました。
参加者は、福岡さん（S33N）、佐野さん（S33N）、
加藤さん（S35E）、野村さん（S42N）、柴田さん
（S56E）、でこの５名の方は、５時頃、下関の海峡
ビューホテルに到着されました。長崎から、移動し
た中野さん（S41N）、江尻さん夫婦+孫（S48E）、
私神子夫婦（48E）の６名は、長崎から10時間かか
り、20時にホテルに到着しました。宴会は19時頃
から始めてもらい、私達が合流後再度、支部長の挨
拶、元支部長の乾杯の音頭で宴会が始まりました。
私の方から、菅沼会長から、来年は必ず参加するの
で皆さんによろしくとの伝言と寄付を頂いたことを
報告し、本部総会の話、特に今年入学者枠の定員割
れの話をし、９月に臨時支部長会でその対策を協議
することも話しました。21時半に宴会終了後、401
号室で恒例の２次会を夜更けまでして解散しました。

やかにする存在が突然いなくなった寂しさは、私の
想像以上だと思います。ご家族様にはどうか　一日
も早く悲しみから立ち上がって頂きたいと存じま
す。宮本佐十様のご冥福を心よりお祈り致します。
　最後に、会員の皆様の今後のご活躍を祈念して四
日市支部の活動報告とさせていただきます。

伊勢志摩支部　 支部長　S43E　三井　健次
１．定期総会出席（６月３日・大阪）　
２．卒業式出席　卒業生同窓会会費納入促進
　　プレゼン（２回）　
３．ＮＰＯ法人故郷の海を愛する会への協力と助

成、年度末に赤字となった場合多少の追加助成
に応じる。　

４．校祖近藤真琴翁の業績を地域の人に知ってもら
う活動。目的を同じとする団体に協力し積極的
に進めていく。（昨年度上演された近藤真琴物
語「攻玉伝！」の感動の一場面「日和山にアサ
ギマダラを呼ぶ」計画の具体化）　

５．同期会開催奨励金制度は継続する。
６．伊勢志摩支部同窓会員のレクレーションとして

神島ハイキングを秋に行う「故郷の海を愛する
会」に協賛。

７．海学祭模擬店出店協力・必要経費を差し引いた
剰余金は同窓会に寄付。

８．その他

関西支部　 支部長　S52N　田中　潔
（報告は、６月の総会時のものです。）

１．本部総会・懇親会の準備
　平成30年６月３日開催の本部総会、理事会及び懇
親会（関西支部担当）の準備のため、会場である大
阪第一ビル（マルビル）と交渉し、運営等の準備を
進めております。
２．支部総会・懇親会
　今年度の支部総会・懇親会は本部総会・懇親会と
同日開催とし、本部からの案内に支部総会の案内を
同封しました。皆様の参加をお待ちします。
３．平成29年度関西支部総会
　平成30年５月26日に関西支部幹事会を開催し、本
部総会・懇親会の役割分担等の打ち合わせを行いま
す。
４．その他

本社
熱田工場・事務所
守破離工場
海のロマンス工場
櫻華工場 https://www.nagoya-mekki.com

本社
〒467-0863　愛知県名古屋市瑞穂区牛巻町4番6号
TEL/052-882-3954

代表取締役
菅沼　延之（S48N・88期）
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いて、昭和53年、当校に入学し志を共に鳥羽の地
で青春時代を謳歌した中年が集い楽しいひと時を過
ごしました。当同窓会は、平成24年（50歳時）に
も第１回を催していたのですが、発端は同窓生の廣
氏の発案、舵取りで私を含め数回、名古屋にて事前
準備等を充分に行い志摩ロイヤルホテルにて航海・
機関の同窓生35名前後が集まり盛大に行われ５年
毎の開催を約束し閉会しましたが、投稿が出来ず申
し訳ありませんでした。
　本題に戻りますが、会当日は、大型台風21号が
日本列島を直撃する勢いの中でありましたが、15名
の出席のもと行われました。当日は、昼過ぎから風
雨が激しくなる中、前回に引き続き５年振りの者、
在校中以来の30年以上振りの者等が、ポツリポツ
リとほぼマイカー（１名大型バイク）で到着し、慌
しく記念撮影の後、宴会へと突入し乾杯当初は、皆、
固さが見られましたが、一杯、二杯と杯が進むにつ
れ『バック・トゥ・ザ・フューチャー』状態となり
酒、会話も弾み別室でのささやかな二次会、部屋飲
みと当時の酒量に及び、翌日を向かえ、前回参加者
から、やや寂しい会となりましたが、台風接近で急
遽仕事が入ってしまった者等も含め、欠席者からは
次回は必ずとの返答も多数あり、還暦に、鳥羽の地
での再会を誓い、アルコールが抜けると共に、悪天
候の中、三々五々、帰路についた次第です。
　参加者は、後列左から、志村、北村、勢力、浜口、
小島、小西（東）、東、前列左から山本、釣田、滝口、
東、前川、露峰、藤原、写真外・岡本…敬称略
　追伸、当会は、昭和53年商船入学生で卒業年、進
路変更者問わずで集まっていますので、次回の多数
参加を期待しています。前回、今回同窓会開催にあ

たり、当校
卒業生、ロ
イヤルホテ
ル勤務の奥
村晃平氏の
ご尽力に感
謝します。

高専８期生（S54年卒）プチ同窓会
平成29年12月２日　大窪　斎　

　去る12月２日（土）、名古屋駅近くの「炉端の旬
蔵　名駅店」に高専８期生（昭和54年卒）有志８名
が参集し、細やかな同窓会を開催いたしました。発
起人はＮ科西濱君で、会の主旨は「同期の多くが還

76期同期会（喜寿を迎えた仲間たち）
平成29年５月17～18日　下川　公一　

　新緑若葉に映えて快い青空の下、５月17～18日、
木戸先生お住まいの津に、遠くは北海道から、既に
過ぎた者もおるものの、殆どが喜寿を迎える歳、功
成り名を遂げたツワモノ？が、奥様含め18人、ご高
齢の先生を囲んで愉しい感謝な時を過ごしました。
事前に幹事から「我が人生３分間スピーチ」と題し
て各自話すように言われており、いつもながら神田
さんの内容の奥深さ、ユーモアたっぷりの話術に、
腹を抱えて笑い転げたり、増田さんの著作［「常陸
国風土記」入門ノート］については、長年教育者と
しての歩みの後、家族を置いて単身北海道へ、晴耕
雨読の毎日に蓄積された博識、深い人間性とお姿に
唸らされたり、失敗談あり、成功談あり、あっと言
う間の時の流れを惜しみつつホテルの部屋へ。翌18
日は早めに帰る者を除いて、野田幹事ご夫妻他４人
がゴルフに。又、ご厚意により地元の柴山幹事ご夫
妻の車２台に７人が分乗、津市内観光に、多くの者
が各地から鳥羽へ通過駅の津、降り立つのは初めて
の者が多く、三重県の県庁所在地らしい街並み、総
合博物館、総合文化会館、阿漕海岸等を案内して戴
き、唯々感謝でした。同期も半分は世を去り、一抹
の寂しさを抱えつつ、来年も元気で会おうと言葉を
交わし、木戸先生いつまでもお元気でと祈りつつ、
津を後にしました。
　　　　　　　　　　　　　　　
高専12期（昭和53年入学）生同窓会

前川　剛　
　平成29年10月21日、浜名湖ロイヤルホテルにお

　翌日は雨も止み蒸し暑さが戻って来ました。
　９時半に来年の再会を約束して、散会しました。
新幹線は開通しましたが、豪雨の爪痕は残り、九州
自動車道も一部通行止めの区間もあり、福岡に戻る
まで約４時間かかりました。西日本に在住の方は、
来年も開催しますので、ぜひ参加して頂くようお願
いします。

平成30年７月31日　　　記述　神子　功

クラス会

https://www.wetmaster.co.jp

本社 〒161-8531 本社・支店/大阪・名古屋・仙台・福岡
　　 東京都新宿区中落合3-15-15 WM本社ビル

TEL/03-3954-1101
本社（東京）　志賀 重昭（S50E・90期） 中村 信輝（S50E・90期）
　　　　　　熊谷 欣樹（S52E・92期） 星野 芳昭（S52E・92期）
名古屋支店　加藤 貴法（S63E・103期）
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て会話が尽きませんでした。
　前回に引き続き鳥羽での開催となり、遠いところ
では鹿児島からの参加者もあり４年毎に行う同期会
ではありますが、２年後に有志開催という事で鹿児
島にて行う事にして楽しいひと時を終了し、翌朝そ
れぞれ帰途につきました。

日本代表としてイマジンカップに出場した
在校生より

Microsoft Imagine Cup World Finals 
2018に参加して

生産システム工学専攻１年　服部　魁人
　Thank you. その言葉を放った瞬間、達成感と
悔しさが入り混じった複雑な気持ちになった。私は
2018年 ７ 月22日 ～26日 の ５ 日 間、Microsoft 
Imagine Cup World Finals 2018に参加してきま
した。Imagine Cupは、世界中から国の代表チー
ムが集まりプロダクトを発表する世界最大の学生向
けコンテストです。世界各国から48チームが米シ
アトルに集結し世界チャンピオンを決めます。全て
のプロダクトは人工知能・ビッグデータ・MRのい
ずれかの技術を使用する必要があり、さらにビジネ
スモデルなども高度なものが求められます。
　私たちが開発したプロダクトは「EFFECT」と
いいます。EFFECTは海面養殖業者向けのAIによ
る自動給餌システムです。養殖業者はWebからリ
アルタイムに魚の様子・給餌スケジュール・水温・

暦を迎える2018年に、卒業後初めての、本格的な
同窓会を開催するための意見交換」です。西濱君曰
く、「今、この節目の年に何かアクションを起こさ
なければ同窓が集う機会を永遠に逸してしまう」と
寂しさを感じたそうで、母校同総会（名古屋）に出
席していた同期の二人に話を持ち掛けたところ、有
志を集めて相談の場を設けようと合意に至ったそう
です。そこで、Ｎ科鈴木（旧姓田中）君が幹事役を
担い、会場アレンジや連絡がつく限りのメンバーに
参加を募るなど、多大な労を執っていただき、本会
の開催が実現しました。
参加者）Ｎ科：北地　鈴木（田中）　寺田　服部　
増島　西濱　Ｅ科：藤井　大窪
　……ということで、召集の目的が単なる宴会でな
く重要な打合せであったため、アルコールが入る前
に（お店のご理解もあって）、還暦同窓会開催に向
けての真剣な企画会議を行いました。その内容につ
きましては後報にて紹介したいと思います。
　さて、白熱した議論を終え、いよいよ美味しい肴
とアルコール飲み放題の宴席が始まりました。話題
の中心は何と言っても在学中・青春時代の想い出の
共有、特に謹慎・停学を拝領した武勇伝や裏話、や
んちゃ物語で大いに盛り上がりました。時効とはい
え若かりし頃の赤恥をホームページ上で晒すのも気
が引けますので多くは記事にしませんが、飲み放題
の２時間はあっという間に過ぎ去ってしまいまし
た。やはり、40年来の旧交を温めるには夜を徹して
のカタフリの時間が必要であると改めて感じた次第
です。そして、2018年開催の８期還暦同窓会を是

非とも実現さ
せ、今日の続き
はそこで語り合
おうと誓い合
い、プレ同窓会
を散会しました。

高專７期同期会
Ｓ53Ｎ　山川　博之

　2018年５月18日、我ら７期生が鳥羽シーサイド
ホテルにて17名が集い旧交を温めました。今回は卒
業以来対面するメンバーも居り、風貌はある程度変
わってしまいましたが一目見るなり名前が出て楽し
く学生時代の事、現在の事色々と話が出来ました。
また、17名の中にはパイロットから会社の社長、す
し屋のおやじや気功師と色々な環境のメンバーが居

会員の投稿・活動紹介
活躍する同窓特集

1

〒509-5401
岐阜県土岐市駄知町1468番地
TEL/0572-59-8639

会長
小木曽　順務（S44E・86期）
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ショートプレゼンを行い、学生による投票で３チー
ム以内に勝ち残れば敗者復活できます。これはスラ
イド・実機なしの完全に言葉だけのプレゼンで、い
かに学生に印象に残せるかが鍵になってきます。こ
のプレゼンは私が行いました。前のチームがプレゼ
ン中、傍で壇上に上がる準備をしていました。この
時の私は人生で一番緊張していたかもしれません。
プレゼンは以前から何度かする機会があり慣れてい
たつもりでしたが、初の言葉だけの英語プレゼンで
す。心の準備が整わないまま壇上に呼ばれ、喋り始
めました。喋っている間のことは正直よく覚えてい
ません。ただ何度か詰まってしまったこと、プレゼ
ンが終わった直後の気持ちはよく覚えています。
Thank you.その言葉を放ってプレゼンを終えた瞬
間、なんとか伝えたい事は言えた！という達成感と
英語がもっと上手ければという悔しさを感じていま
した。結果、この投票でも残念ながら選ばれず、セ
ミファイナルに進出することはできませんでした。
この時、このImagine Cupでの私たちの発表機会
は無くなってしまいました。　
　その後寮に戻り反省しながらゴロっとしている
と、江崎先生がステーキに行こうと誘ってくれまし
た。レストランは寮の近くにあり、４年前に世界大
会に出場した「かぞくぐるみ」の時にも来たそうで
す。シアトルの美しい湖・景色を横目に見ながら食
べるステーキは本当に美味しかったです。同窓会の
皆様、資金援助していただきありがとうございます。

　４日目と５日目は決勝戦の観戦とシアトル観光を
し、帰国しました。１年生の頃から憧れた先輩と同
じ、この大きな舞台で発表できたのは私の誇りです。
これで一区切りがつきましたが、全てが終わる訳で
はありません。これからもプロダクトの改良を続け、
もっと良いものとするため活動を続けていきます。

塩分濃度などを確認することができ、労働時間の削
減を実現します。さらにはAIによって給餌スケジ
ュールやその日与える餌の量・時間を決定し、イン
ターネットから給餌機を制御することで完全自動給
餌します。今回、私たちは世界的な海洋資源需要の
増加や高齢化、餌コストの増加などに触れながらプ
レゼンしました。

　１日目、シアトルに到着です。私は米サンフラン
シスコに留学中のため２時間程度のフライトでし
た。チームメンバーの世古口英大と河口祭は日本か
ら10時間のフライトで到着早々お疲れの様子です
（笑）。彼らとは４ヶ月ぶりの再会でしたが、久しぶ
り感が全くなかったのは毎日のようにSkypeミーテ
ィングをしていたからでしょう。宿はワシントン大
学寮で、到着して間も無くデモ機の動作確認とプレ
ゼン練習を分担して行いました。が、ここで問題発
生！「Webサイト、日本時間が基準やから動かな
くない!?」やばいです。その時、メンバーのWeb開
発担当である河口祭が「僕、今からプログラム書き
換えますよ」と。カッコ良すぎです！プレゼン前日
ながらプログラム書き換えてくれました。さすがで
す！危ない危ない（汗）

　２日目はデモ＆プレゼンです。チーム毎にデモブ
ースを構え、実機を見せながら審査員にプレゼンを
行います。昨日書き換えたプログラムもうまく動作
し、順調に説明をすることができました。初めての
英語での説明で苦戦することもかなりありました
が、システムの流れは伝わっていたと思います。結
果は明日の朝に発表されます。ここで残ることがで
きればセミファイナル進出です！
　３日目、予選の結果発表です。結果は…残念でし
た。しかしまだチャンスは残っています。90秒の

若井　孝介（H27N）
http://www.temmkobe.co.jp

〒650-0031　神戸市中央区東町123番1貿易ビル810
TEL/078-331-6201　FAX/078-331-6220
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積み付け計画の作成に使うソフトウェアの改修案件
です。かなり残業もし、精神的にも肉体的にもきつ
かったのですが、そのシステムが現在も現役で動い
ているのを見ると嬉しく思います。今も、当時改修
に携わった関係者で集まって飲む機会があるのです
が「あのプロジェクトは楽しかったね」と思い出話
に花が咲きます。システム改修業務の中で特許も取
得しました。
　船乗りとして就職したのにシステム案件に携わる
なんて思ってもみなかったのですが、卒業研究はシ
ステム系のものだったため、抵抗なく受け入れられ
る土壌のようなものは出来ていました。実のところ
最初から希望していた研究室ではなく、先着順に負
けた為にやむなく選んだ部屋だった為、当時は教官
とも研究テーマとも合わずに苦労したのですが、そ
こでの経験が就職後、何年も経ってから活きてくる
とは思いもよらなかったことです。努力したことは
何事も無駄にはならないのだということをつくづく
感じます。担当教官には、かなり反発もしましたが、
今となっては感謝の気持ちしかありません。この場
を借りて鈴木治教官にお礼申し上げます。ありがと
うございました。

３．後輩へのメッセージ
　私の個人的なポリシーとして、幸せに仕事を続け
る為に「人生を犠牲にして仕事をすること」はやめ
ようと思っています。よく「どれだけ苦労したか？」
「何を犠牲にしてここまで来たか？」を聞かれがち
ですし、船乗りという仕事を女性として続けること
で、周りから見れば色々なことを犠牲にしているよ
うにも見えるのでしょう。ですが、私自身は何かを
犠牲にして仕事をしてきたつもりはなく、これから
もそうするつもりはありません。辛いことはありま
すが、自分で選択した道・結果である限り、犠牲だ
とは思いません。なぜなら、自分が何かを犠牲にし

日本郵船株式会社、設立132年の歴史で
初の女性船長になられた小西氏より。

１．自己紹介
小西　智子　33期生
日本郵船株式会社　海務グループ　調査役　船長
（2018年現在）
　2004年に商船学科航海コースを卒業し、同年10
月１日に日本郵船株式会社に三等航海士として入
社。入社後の約６年間を航海士として海上で働き、
その後４年の陸上勤務を経て海上復帰した後、
2017年４月に船長辞令を受けました。現在は海務
グループにて再び陸上勤務についています。

２．就職後の仕事内容
　就職後は、見習いの次席三等航海士として中近東
のカタールから日本に液化天然ガスを運ぶ船に乗
り、半年ほどで三等航海士として独り立ちしました。
その後は、コンテナ船、燃料炭や鉄鉱石をばら積み
で運ぶバルクキャリア、自動車船と、色々な種類の
船に乗り、北米、欧州、中近東、アジア、オースト
ラリアと色々な海を航海してきました。７つの海と
まではいかずとも、パナマ運河、スエズ運河も通り、
訪れた国は諸先輩方と比べるとまだまだ少ないです
が、45ヵ国。実はまだCape Hornを通ったことが
なく、船乗りとして、いつかは通ってみたいと思い
ながら、入社して14年を迎えてしまいました。
　航海士の業務については、皆様よくご存じでしょ
うから、意外と知られていないかもしれない船乗り
の陸上業務について当時の担当業務を少しご紹介い
たします。一等航海士の辞令が出た2010年に、東
京での勤務が決まり、自動車船グループの海上輸送
品質チームに着任しました。自分の意見や改善案を
提案できる雰囲気があり、それを実際にさせてくれ
る部署だったため、大変でしたが楽しい陸上勤務で
した。中でも印象に残っているのは、自動車船への

2

代表取締役
村木　國夫（S48N）

大阪市中央区博労町1-2-10
TEL/0120-502-881

株式会社ビューティネイラー
BEAUTY NAILER　CO.,LTD
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学科」を中学生ながら希望して進学し、就職も県内
の電算会社のプログラマー職、そして現在代表取締
役を務めるIT企業「株式会社コムデック」を創業
したことを考えると、小学６年生のコンピューター
との出会いは私の人生にとって大きな影響を与えた
出来事だったのでしょう。そして「制御情報工学科」
で学び、遊び、バイトに明け暮れた５年間の日々こ
そが私の礎となっているのは間違いありません。
　ただし、遊びとバイトに励みすぎた報いとして、
卒業時の席次はボットム（最下位）であり、今でも
同期生の集まりでは気さくに「ボットム君」と呼ば
れているのは生涯の不覚であり取り消せない過去で
あります。
　ありがたいことに同期生とは、主にFacebookを
通じて現在も交流があり、同窓会の開催や出張の際
に集まるなど高専生独特の５年間同じメンバーで過
ごした時間による絆は強く、それぞれ多様な人生を
送っているにも関わらず、偶に集まっては時を忘れ
て楽しい時間を過ごさせていただいています。
　こんな私ですが、経営者としては現在学生時代以
上に真面目に取り組んでおり、経営しているIT企業
「株式会社コムデック」は昨年20周年を迎えること
ができました。
　業務ソフトウェア（販売や出荷管理）開発やPC
販売、ネットワーク構築を主業務とした弊社は、地
元企業様を顧客基盤としており、本年「働き方改革
的」新社屋を伊勢市小木町 ララパーク横に竣工さ
せるなど、狭いエリアではありますが三重県中南勢
地区のIT業界のリーダーの地位を目指して頑張っ
ております。近年では、クラウドサービスを顧客企
業に導入し、電卓、ワープロの延長線でしかなかっ
たパソコン業務の生産性を改善する、各種ITサー
ビスを用いた業務改善コンサルティングサービスを
開始し既存のお客様のみならず、県内外の新規のお
客様とのお取引が始まるなど好評を得ています。
　地方におけるクラウドサービスの積極活用事例企
業として国内外の多数のクラウドメーカー（Micro
soft、Evernote、Dropbox、サイボウズ等々）様
にも認知されパートナー契約を三重県で唯一締結す
るなど、時代に適応した経営を心掛けております。
　さて、地元に残っている者として母校について感
じることですが、一時期は芳しくない評判を聞くこ
ともありましたが、近年は先日もMicrosoft主催の
学生向けITコンテスト「 ImagineCup日本大会」
において、鳥羽商船高専ezaki-labチームが優秀賞

て仕事をしていると考え始めると、全てが苦しく、
後ろ向きになってしまうからです。
　皆様ご承知の通り、船乗りという職業は、やりが
いがあり、誇りの持てる素晴らしい仕事ではありま
すが、家族や恋人、友人からも遠く離れ、残業は必
須、責任も重く、その負荷は相当なものです。入出
港が何日も続くとまとまった睡眠もとれませんし、
何かトラブルがあれば寝ていても叩き起こされる世
界です。そんな辛いとき、大変なときにものをいう
のは、結局のところ気力！しかし、自分が何かを犠
牲にしていると思って仕事をしていると、その気力
が湧かないのです。私が仕事を幸せに続けられてい
るのは、才能があるからでもなく、体力があるから
でもなく、気力があるからだと考えています。
　後輩の皆様が、やりがいのある仕事のもとで気力
に溢れた素敵な人生を歩まれることを祈念し、ここ
で筆をおきます。

三重県中南勢でIT業界の
リーダーを目指す樋口氏より。

制御情報工学科 一期生
（株）コムデック　代表取締役社長 樋口　雅寿

　初めてコンピューターに触れたのは小学６年生の
時に友人宅でした。カセットテープから世にも不思
議な「ピーー ...ガー」と電子音をさせながらデー
タがロードされ、随分待たされてからゲームで遊ん
だのを今でも覚えています。
　コンピューターとの最初の出会いがゲームだった
からか、鳥羽商船高専に進学して親に学校の授業で
絶対必要と偽って買ってもらった40万円近いパソコ
ン（PC-9801VX21）は、ほとんど学業に使われ
ることなくゲームと年賀状作成にしか活用されてい
なかったのは遠い思い出です（同期生も皆が同じ状
態だったはず...）。あまり自覚はありませんでした
が、今思えば当時新設されたばかりの「制御情報工

3

本社・名古屋支店 http://www.taishokogyo.co.jp/

本社 〒236-0004 
　　 神奈川県横浜市金沢区福浦1丁目15番地13 

TEL/045-791-1533

代表取締役　 竹川　俊幸（S42E・84期）

三輪　光治（S41E・83期）
木下　正則（S40E・82期）
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和国で国際協力活動をしています。職種は動力発電
技術といいまして、同国の発電所にあるディーゼル
発電機の運転・保守管理の技術指導をしています。
2016年10月に赴任してこの10月で任期の２年にな
り帰国します。
　パラオ共和国は日本から南に3,000kmにあり、
人口20,000人の小国ですが多彩な青の海と多様な
海の生き物がいる美しい島国です。そこに総発電量
10MWの発電所が２カ所とペリリュウー島をはじ
めとする離島に各総発電量200kWの発電所が３カ
所あり、24時間、365日発電機が稼働しています。
　赴任当初は、工作室はごみの山で、工具は散乱し
て、運転データは山積みしている状況で、各機器の
取扱説明書や図面はあちらこちらに放置されていま
した。ここからKAIZEN活動をはじめ、特に『５Ｓ
活動』と『仕事の見える化』に力を入れてきました。
いまでは各発電所で自主的に『５Ｓ活動』を進める
ことができるようになり、『仕事の見える化』もゆ
っくりですが進めています。
　ここで国際協力活動をするうえで難しかったのは
『コミュニケーション』をいかにうまくやっていく
かでした。まずは自ら汗を流し、同じ方向で成果を
出していくことに力を入れました。工作室がきれい
になっていく、運転データが整理されていくのはだ
れでも気持ちのいいもので、この感覚を理解しても
らえたと思っています。
　あと３か月のパラオでの生活ですが、有意義にエ
ンジョイしたいと思います。さて今度はどこの開発
途上国に行こうか……。

を受賞、７月にアメリカのシアトルへ訪問したニュ
ースや、高校総体の折に皇太子殿下が訪問されるな
ど、ITを活用した研究成果が新聞やTVで取り上げ
られることが増えたせいか、地元の客様からお子さ
んを是非鳥羽商船高専に進学させたいという声を聞
くようになりました。
　鳥羽商船高専にたいする評価の向上は、学生の皆
さん、そして学生をバックアップしている教官や事
務官の皆さんの並々ならぬ努力があっての事であ
り、不出来な先輩ではありますが非常に嬉しく感じ
ています。
　本ページの写真は、地元経営者として母校を訪問
した際に、制御情報工学科の学生の皆さんに社会人
の先輩として就職活動や企業の考え方についてお話
させていただいた際の記念撮影です。当時愛用して
いた教卓前の席に座らせていただき撮影したのです
が、前述のように一番前の席で愚かにも授業中に勉
学ではなく漫画や小説など余所事に励んでいた思い
出の席であり感慨深いものがありました。
　時代や方法は変われども５年間一貫した教育が行
われる鳥羽商船高専は貴重な人材を生み出し続けて
おり、多くの企業から支持され、また多くの卒業生
が企業の一線で活躍しています。
　不出来な学生であった私ですが、次々と輩出され
る優秀な後輩に負けることないよう、経営者として
社会に貢献できる企業に成長させ、そして社会に貢
献できる人材を育てられる企業であれるよう今後も
努力してまいります。

シニアボランティアで
活躍する郡司氏より。

2018年６月29日
　高専４期（昭和50年卒）機関科を卒業した郡司惠
（グンジメグミ）と申します。現在、国際協力機構
（JICA）のシニア海外ボランティアとしてパラオ共

4

平成30年 海 学 祭
10月21日 開催

代表取締役
可児　紘之（S39E・81期）

船舶、船舶装備器具及び部品の販売、輸出。作業船の賃貸　船舶修理、検査工事の請負及びコンサルタント。

〒220-0023 神奈川県横浜市西区平沼1-13-14 パーク・ノヴァ横浜・壱番館306 TEL/045-290-6082
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（S61N）・田畑智史（H10E）・守屋英孝（H12N）・
小林拓（H17E）

　例年にない猛暑の中、午前９時より男子一般は予
選18レースが行われました。各レースの１位は無条
件で予選通過でき、２位以下のチームでもタイム上
位６チームまでが予選通過できるということで、決
勝進出を果たすべく午前10時50分予選８レース４
コースで、万全の態勢でレースにのぞみましたが、
結果は４艇中３位でした。
　しかしながら８レース終了時点で我々のタイム
は、２位以下のチームの中で３番目で、決勝進出へ
の期待が高まりましたが、結果７番目となり予選敗
退となりました。２位以下のチームで予選を通過し
たチームの中には母校在校生のチームもあり決勝で
対決し上級生の底力を見せつけることはかないませ
んでした。他のレースの１位でも我々よりも遅いチ
ームもありましたが、技術と経験があっても体力が
なく惜敗という結果になりました。また応援に多数
の同窓生が駆け付けてくださり、熱い声援にとても
勇気づけられました。
　今回ユニフォームとして同窓会製作のポロシャツ
を着用いたしました。デザイン・質ともに好評で申
し分ありませんでした。今後同窓会ゴルフコンペ等
で積極的に着用し広く購入を薦めて行きたいと思い
ます。 以上

秋葉原の夜　ムーンアイランド　　
2018年７月１日（日）
　皆さんお元気ですか。我々４人は、住まいが近い？
（東京、茨城、埼玉、神奈川）こともあり機会有れ
ば都内の居酒屋で合流します。
　今回は今年後還、本還、前還の３名が、大した歳
の差はない後輩から、その還暦祝いを先月の６月に
まとめてして頂くという大雑把ながらもありがたい
名目の集まりでした。話題は毎回同じ類の内容で、
今回も定年が見え始めた職場の様子から、学生時代
の思い出までたわいのない話ばかりです。「この前
その話聞いたよ」なんて絶対に言ってはいけません。
この調子で飽きることなく終電間近まで毎回盛り上
がります。しかし最近は帰りの電車で降りる駅を乗
り過ごしてしまうことが増えてきたので、今日は若
干余裕のお開きと言うことで。でも頂いたお祝い品
は車中、網棚やシートには置かずに抱えて帰りまし
ょう。そして次回はまた気が向いた時にての開催と
し、見事バラバラの方向へ別れました。
　“鳥羽で過ごしたあの頃は考えもしなかった一回
りの歳”をしみじみ思い、この場を借りて久しぶり
のご挨拶がしたくなった次第です。それでは皆さん、
またお会いしましょう。

第31回四日市港カッターレース大会
Ｓ61Ｎ　山口　　淳

　中部支部の山口です。平成30年８月５日（日）に
開催された、第31回四日市港カッターレース大会
に中部支部を中心としたメンバーで参加しました。
チーム名：鳥羽商船ヤンキーズ
参加メンバー：艇長　中条雅一（S61E）、艇指揮　
川瀬陽介（H11N）、漕手　瀬川尚吾（S58N）・
味岡利彰（S60N）・鈴木淳也（S61N）・山口淳

その他の投稿記事

代表取締役　宗椄 万太郎（S48N）
〒554-0032　大阪府大阪市此花区梅町2-2-3
TEL/06-6468-4501　FAX/06-6464-0447

より良い暮らしのお手伝い
大阪内外液輸株式会社
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聞いていただき、本当に漁師の方が求めているシス
テムですので、このシステムを商品化し養殖業に革
命を起こしたいと思っていますとお答えしました。
説明・質問の時間は、短く限られていましたが我々
の取り組み内容をうまく伝えることができたと思い
ます。またとない体験でとても緊張しましたが、皇
太子殿下の優しい雰囲気のおかげか順調にご説明さ
せていただくことができました。私が制御情報工学
科代表として皇太子殿下にご説明できたことを光栄
に思います。

皇太子殿下のご質問にこたえて
制御情報工学科５年　河口　祭

　皇太子殿下が来校された際に、私たちがマダイや
シマアジなどの海面養殖の自動給餌を実現する人工
知能システムを開発したことを説明させていただき
ました。実演として、実際に筏に設置してある給餌
機を遠隔制御して、真鯛に給餌をした際はたいへん
感心されていました。
　皇太子殿下から質問された内容としては、人工知
能を作成する上で難しかった点などでした。また、
将来的に、このシステムをどうしていきたいかとも

☆同窓会事務局では会員名簿、同窓会報、同窓会ＨＰを通じて、本校の状況、会員の社会活躍状況や、会員の
近況、活動等を皆さんにお知らせしています。この会報が、皆さんの学校時代へ想いを馳せる事や、同窓同
期の親睦などに少しでも役立てれば良いなと思っております。

　本年は、皇太子殿下の行啓、在校生のイマジンカップ世界大会出場など注目的な出来事が有り、同窓会はこ
れらに関連して校舎の清掃費用や世界大会出場の支援金を提供しました。このような活動ができるのは同窓
会員諸氏のご理解とご支援の賜物であると思っています。このような活動の積み重ねが、母校の永続的発展
に繋がると想っています。会員諸氏の変わらないご支援をお願い致します。

事務局からのお願いとお知らせ
　例年同じようなことをお願いすることになりますが、
①会員の皆さん、転居、勤務先など変更ある場合は事務局までご連絡して下さい。同窓会会報等を発送しても
宛先不明で会報等が返送されて来ることが多くなっています。今後は宛先不明者への会報等の発送は無駄と

事 務 局 だ よ り

最高経営責任者
伊藤　幸雄（S48E）

〒981-1505　宮城県角田市角田字南81の10
TEL/0224-62-2319　携帯/090-4043-4080株式会社 グリーン
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成る為に行いませんのでご理解ください。また同窓の友人の間でこの会報が届いていない方が有ればご本人
から事務局に連絡されるようにお勧めください。個人情報保護にかかる事で有ります、名簿等への情報掲載
の可否も合わせて連絡をして頂きますようにお願いします。

②同窓会の活動は多くの同窓生の会費により設立90年を経過してなお健全に運営されています。本校の卒業
生は他校に比べ少ないですが、このように同窓会活動が継続して行えるのは多くの同窓生が母校を大切に想
っている証であると私は信じています。しかしながら年々会費収入は減少傾向になっていることは気がかり
に思うことです。特に若い世代の納入率は低くこのままでは、20年先の同窓会の存続が危ぶまれてなりま
せん。
敢えて「後輩達よ、君たちはこれでよいのか！」と問います。諸君のご理解と協力に期待します。

③同窓会ＨＰの閲覧や投稿をお願いします。
　これも60歳より若い後輩たちの投稿、活躍を期待しています。
④同窓会ＨＰへのスポンサー広告の掲載をお願いします。
　会員皆さんの会社をＨＰでスポンサー広告としてＰＲしませんか。広告料は年間３万円からです。
　年度途中からの掲載は月割りとなります。是非とも掲載をお願します。
⑤30年度は会員名簿を販売中です。販売価格3,300円（送料含む）。
⑥同窓会のポロシャツを作成しました。
　2,500円（送料別約510円）。
　サイズは、Ｌ、ＬＬ、３Ｌ。
　色は、白とターコイズブルーの２種類です。
　購入希望は、同窓会事務局に
　FAX又はE-mailで申し込みしてください。

⑦小冊子「近藤真琴物語」をホームページに紹介します。ご興味のある方はごらんください。
⑧同窓会事務局のボランティア募集
同窓会事務局は、現在も少人数の有志でこの会の運営を行っています。本校近隣に在住の同窓会員の皆様、
事務局の運営にご協力をお願いします。同窓会の継続的な運営の為には、事務局の老齢化の対策も考慮しな
ければなりません。期間限定でも良いですので行動力のある方是非とも事務局に連絡お願いします。

平成31年度同窓会理事会・総会は、平成31年６月２日　鳥羽国際ホテルの予定です。

☆ＮＰＯ法人故郷の海を愛する会の活動など子供たち参加のイベントもあり、楽しいですよ。
 　こちらも会員の募集をしています。

事務局　江崎隆夫（S44E）、西山明（S50E）、糸川（Ｈ16Ｉ）

学校長よりお礼の言葉
　今回の皇太子殿下行啓にあたり同窓会より100万円余のご寄付を賜り誠にありがとうございました。
　このご寄付のおかげで正面玄関広場、校舎の高圧洗浄を行い、綺麗に化粧直しされ、殿下をお迎えすること
ができました。ここにあらためて同窓会の皆様にお礼を申し上げます。
今後ともお互いに様々なイベント、事業にご協力のほどよろしくお願い致します。

鳥羽商船高等専門学校　　学校長　　林　祐司

代表取締役　
羽田　健司（S50E）

本店　〒471-0031 豊田市朝日町3-52-3 サロンドユキ TEL/0565-31-7500
支店　〒471-0013 豊田市高上2-31-11 ハッピーツゥイギー TEL/0565-88-2145有限会社　ワイケイ
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クタイを外しました。私の出立ちが、周囲の方々と
バランスが取れてないと思われたのかも知れません。

　「3,600秒の空白」とは、皇太子殿下が本館内と
潮騒会館ご見学され、その後再び、正面玄関へお戻
りになられるまでの時間です。私たちお出迎え一団
には、指定待機場所（本館１階の教室）が用意され
ていたのですが、私１人はそこに入らず、ずっと複
雑な思いで本館前に立ちすくんでいました。警備や
マスコミ関係者から、「校長ですか？」などと訊か
れたり、又、御料車を１人眺めていても咎められも
せず、少なくとも不審者ではないと思われたのでし
ょう。
　しかし、この時間はもはや取り返せないもので、
普段、社員や門下生に、非常時にあるべき姿を説い
ていながら、自分の不甲斐なさを思い、自責の念で
一杯でした。
　今上陛下、皇后陛下が、ご高齢の御身で日本国中
の災害地を回られ、国内外の戦地をご巡礼されてい
る御姿に思いを馳せれば、殿下におかれましても、
きっと本校戦没者慰霊碑の前にも立ち止まって下さ
ったのではと、痛切に思うばかりです。　
　近藤先生顕彰碑、戦没者慰霊碑の前に私は１人佇
み、頭を深く垂れ、同窓生皆様への思いを胸に、静
かに家路に就いた次第です。同窓会会長として、取
り返しのつかない大失態。まことに申し訳ございま
せんでした。出処進退も脳裏をよぎりましたが、会
長就任時の初心に還らねばと、自分を叱咤激励鼓舞
しているところです。皆様のお叱りをいただきなが
ら、せめてもの償いとして、これを今後の同窓会運
営の糧にしたいと思います。
　今後とも、共に母校と同窓会を盛り上げて下さい
ます様、改めてお願い申し上げる次第です。

同窓会会長より会員へのお詫び

3,600秒の空白
　　 同窓会会長　菅沼　延之
　同窓会の皆様にご報告し、会長としてお詫び申し
上げるべき事があります。
　６月３日、大阪での総会にて、皇太子殿下の母校
ご訪問について初めて校長から聞かされ、これは開
校以来の名誉慶事と思いました。この時点では、ま
だ公に出来ず、口外無用の段階でした。大きな期待
と一抹の不安を感じつつも、校長と事務長に、同窓
会長として是非とも参列させてほしいと強く申し入
れ、了承されました。ただ後日判明した事ですが、
当初は、同窓会長出席の考えは無かった様です。
　さて、当時を振り返ってみますと、もう２度とな
いであろう栄誉を賜りながら、同窓会長として忸怩
たる思いを持つに至った、その顛末を皆様にご報告
致します。例えて言うなら、我ら同窓生は学校に現
住所こそ無いものの、母校こそ本籍との思い入れが
あります。しかしながら、これを自負する同窓会と
して、今回の行事内容に全く意見具申等できません
でした。７月４日に予行演習ありとの事で、出向い
た処、時既に遅し。ここで初めて私は、自分が送迎
メンバー（42名）であっても、皇太子殿下に寄り添
う同行メンバー （校長、高専機構理事長、県知事、
鳥羽市長、鳥羽市議会議長ら及び学生数名） に入っ
ていない事を知りました。　学校の生い立ちや歴史、
近藤先生や攻玉社のご説明など、同窓会として何か
お役に立てないだろうかなどと、僭越ながらも思っ
ていました。ところが、既にスケジュール表は全て
が決定された後で、もはや如何ともし難い状況にな
っておりました。これが私の不徳の致すところで、
母校の栄誉に舞い上がり、平常心を失っていた事に
やっと気づいたのです。何故早くにご提案できなか
ったのか。その無念が今なお体中を駆け巡り、悔悟
の日々が続いています。
　あの当日の朝、私は、近藤先生、全同窓生の代表
として、この名誉と御恩に報いるべく、家を出る前
に沐浴散髪し、この日の為に全て新調したものを身
に着けました。スリーピースの背広の胸には、陛下
より賜った黄綬褒章の記章を付けて、３時間前には
学校に入りました。まだ誰もいない会場を回り、自
己満足というべきか、更なる清掃を一人汗だくでや
っておりました。皇太子殿下御来校の直前となり、
事務部からの要請があり、不本意ながらベストとネ

代表取締役　加藤　　豊（S57E）
専務取締役　山本　雅拾（S50E）

〒510-0946　三重県四日市市小林町3029番地65
TEL/059-320-2114　FAX/059-321-5930

株式会社
ジャストエンジニアリング
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